
（1）当社グループの業績の状況
　当第2四半期における連結売上高は、電力事業で
電力販売量が増加したことなどにより、前年同期比
3.9%増の6,074億円となりました。（グラフ1）
　連結経常利益は、ガス事業で原料価格の変動が�
都市ガスの販売単価に反映されるまでの時間差によ
る影響（※）が前年同期に比べて拡大したことや、高
気水温によるガス販売量の減少等により、前年同期
比37.3%減の228億円となりました。（グラフ2）
　また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年
同期比43.4%減の135億円となりました。（グラフ3）
（※）‌�原料価格の変動が原料費調整制度に基づく販売単価に

反映されるまでには、一定の時間差があるため、一時
的な増減益要因となります。当第2四半期・前年同期
においては、一時的な減益要因となっております。
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（2）事業部門別（セグメント別）の状況

　売上高は、前年同期比0.7%減の4,345億円となりました。

　家庭用の都市ガス販売量は、他社へのスイッチングや、気温・水温が前年
に比べて高く推移し、給湯・暖房需要が減少したことなどにより、前年同期
比10.3%減の6億9千1百万㎥となりました。
　業務用等の都市ガス販売量は、特定のお客さま設備の稼働減少等もあり、
前年同期比4.8%減の30億6千2百万㎥となりました。
　これらの結果、都市ガス販売量は、前年同期比5.9%減の37億5千3百万㎥
となりました。
　都市ガス供給件数は、本年9月末時点で574万2千件となりました。

　家庭用のガス機器・サービスにつきましては、給湯、暖房、調理等の機器・
設備に加え、家庭用燃料電池コージェネレーションシステム「エネファーム」
等の商品の開発および販売拡大に努めるとともに、ガス機器・水まわりの修理
やメンテナンス等をワンストップでご提供する「住ミカタ・サービス」等の
各種サービスの提供に努めております。
　業務用のガス機器・サービスにつきましては、コージェネレーションシス
テム、冷暖房システム、厨房機器、ボイラ、工業炉、バーナ等の商品の開発
および販売拡大に努めるとともに、エンジニアリング力を活用し、お客さま
のニーズに応じた高付加価値のソリューションの提供に努めております。
　本年4月、発電効率53.5%（総合効率87%）を実現した「エネファーム　
type S」の新商品を発売し、本年9月には「エネファーム」の累計販売台数が
9万台を突破いたしました。自立運転機能付きのガスコージェネレーション
システム（「エネファームtype S」の一部の機種を含みます。）は、本年9月の
台風21号による停電時も電気と熱を供給し、お客さまの生活や事業の継続に
貢献いたしました。

　また、当社は、滋賀県大津市が運営している都市ガス事業等を実施する�
民間事業者の募集に対し、JFEエンジニアリング株式会社、水道機工株式会社
と共同で応募し、本年10月、優先交渉権者に選定されました。

ガスコンロのPR

「住ミカタ・サービス」のPR

国内エネルギー・ガス
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　安定供給・保安の確保につきましては、天然ガスの調達先や契約価格指標
の多様化、製造・供給設備の保全と計画的な改修、安全機能を備えたガス機器
の普及促進等に継続的に取り組んでおります。
　本年6月に発生した大阪府北部を震源とする地震に伴い、当社は、保安の
確保のため、約11万戸の都市ガス供給を停止いたしました。お客さまには
大変ご不便をおかけいたしましたが、全国のガス事業者からの応援をいた
だき、最大約5千1百名の体制で復旧作業を進め、無事故で供給を再開いた
しました。
　また、本年9月、南海トラフ地震とそれに伴う津波の発生を想定した「全社
総合防災訓練」を行うなど、引き続き地震対策・津波対策に取り組んでおり
ます。

　本年9月に旭化成株式会社が宮崎県延岡市の同社工場内発電所の天然�
ガス火力発電所への更新を決定したことを受け、当社は、宮崎ガス株式会社
をはじめとする4社と共同で、合弁会社（出資比率34%）を設立し、同発電所
への天然ガス供給に必要なLNG基地や導管等のインフラ設備を建設、保有
および運営することを検討しております。

　売上高は、前年同期比29.6%増の918億円となりました。
　低圧電気需給契約に基づく供給件数は、本年9月末時点で77万件となり
ました。

　本年8月、お客さまのライフスタイルや個々のニーズに合わせてご利用
いただける電気料金メニュー「スタイルプラン」の第一弾である「スタイル
プランP」を設定し、受付を開始いたしました。同プランは、契約期間中、
Amazonの会員プログラム「Amazonプライム」を利用できるお得なプラン
です。当社は、今後も「スタイルプラン」のラインアップを拡充するなど、�
電気料金メニューの多様化を図ってまいります。

　本年8月、当社と中部電力株式会社の合弁会社（出資比率50%）である�
株式会社CDエナジーダイレクトは、首都圏において、「あなた電気」、「あな
たガス」のブランドでの電力、ガスの販売等を開始いたしました。株式会社
東急パワーサプライ等の様々な業種のパートナー企業と連携し、お客さま
のより安心で快適な生活の実現に貢献してまいります。

橋梁管の安全点検

復旧作業（メーターガス栓の開栓）の様子

国内エネルギー・電力

株式会社CDエナジーダイレクトが提供する
電気・ガスのブランドロゴ

「スタイルプランP」のPR
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第2四半期決算の概要 （平成30年4月1日～9月30日）

　売上高は、前年同期比69.9%増の182億円となりました。

　本年6月、米国テキサス州において稼働中のシェールガス生産開発事業に
関する権益約30％を取得し、開発事業に参画いたしました。本事業は、現在
LNG換算で約30万トン/年（当社持分相当）のガスを生産しており、周辺�
エリアでさらなる新規開発を進め、着実な生産量の拡大を図ってまいります。

　本年7月、米国ミシガン州において稼働中のガスコンバインドサイクル
方式の天然ガス火力発電所（発電容量12.5万kW）を運営する事業会社の持分
100％を取得し、発電事業に参画いたしました。当社グループは、主体的な
事業運営を通じたノウハウ取得により、米国IPP（卸電力）事業の拡大を加速
してまいります。

　売上高は、前年同期比6.7%増の994億円となりました。

　都市開発事業を展開する大阪ガス都市開発株式会社は、分譲マンション
事業の拡大を目指し、新分譲マンションブランド「SCENES（シーンズ）」を
立ち上げ、「シーンズ塚口」等の5物件の開発を進めております。また、「アー
バネックスみなと元町Ⅱ」等の2物件の賃貸マンションを取得いたしました。

　情報ソリューション事業を展開する株式会社オージス総研は、企業情報
システムのコンサルティング・設計・開発・運用や、データセンター・クラウド
サービス等、総合的なITサービスの提供に努めております。

　材料ソリューション事業を展開する大阪ガスケミカル株式会社は、石炭
化学技術等を基盤として、ファイン材料や炭素材製品、保存剤等、付加価値
の高い材料等の開発および販売拡大に努めております。

シェールガスの採掘作業（米国テキサス州）

海外エネルギー

ライフ&ビジネス ソリューション

シーンズ塚口（完成予想図）（兵庫県）
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■ 事業部門別　売上高・セグメント利益
国内エネルギー・

ガス
国内エネルギー・

電力 海外エネルギー ライフ&ビジネス
ソリューション

売上高（億円） 4,345 918 182 994
前年同期比（％） △0.7 ＋29.6 ＋69.9 ＋6.7
構成比（％） 67.5 14.3 2.8 15.4

セグメント利益（億円） 27 66 48 78
前年同期比（％） △79.6 △29.4 ＋169.2 ＋1.6
構成比（％） 12.5 30.1 22.0 35.4

（注）事業部門別の売上高・セグメント利益には、事業部門間の内部取引に係る金額を含んでおります。なお、セグメント利益
には、持分法による投資損益を含んでおります。

■ 主要な事業内容
事業部門 主要な事業内容

国内エネルギー・ガス
● 都市ガスの製造・供給および販売　● ガス機器販売
● ガス配管工事　● LNG販売　● LPG販売　● 産業ガス販売

国内エネルギー・電力 ● 発電および電気の販売

海外エネルギー
● 天然ガスおよび石油等に関する開発・投資　● エネルギー供給
● LNG輸送タンカーの賃貸

ライフ&ビジネス ソリューション
● 不動産の開発および賃貸　● 情報処理サービス
● ファイン材料および炭素材製品の販売

　本年4月1日付の組織再編に伴い、再編の対象となる連結子会社1社を、当期より「ライフ&ビジネス ソリューション」
セグメントから「国内エネルギー・ガス」セグメントに移管しております。なお、本報告書における前年同期比は、この
移管を反映して算定した数値に基づき記載しております。
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